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自我内部の超個人の教育につな

がる樽。
学問と信仰から樽思想に及ぶ。
日本教育史に見る細思想。
輝思想の影響の著大なもの。

　　

１， 自我の内部の超個人の教育につながる細。

　　　　　　　　

　　　

　

哲学者アラソは言っている。 「およそ人間の名に償す

るすべての人間は、自己の裡に自由にして不屈の判断力

の部分（自我の内部）を－－よく言われるように、王だ

ちをも、その廉潔な秤にかけ量り、継には人種の如何も

問わず、その国籍の如何も問わず、正義の土の裡にこそ

最高の慣値を認めるであろう判断力の部分を－－救うべ

きで・ある。」 というのは、．近代は疑に救わねばならぬほ

ど危機に近づいているらしい。また別の例を，あげる、と

「徳とは、自己を愛しむ雄々しい愛である。」と、そして、

「人間は、 馬の完全さを何等必要としない。」 とも教え

るのだ。これは共にスピ′サの言葉であるが、兎角近代

は他人の非をあげ、その完全さを求め、馬の完全にか〉

わりながら、自己を愛する雄々しい力は全く失われつふ

あるとも言えよう。

　

わが園茶道の宗匠利休師が客と亭主（自他）の心得を、

即ち茶道の達人即ち得道の人はかくあるべきだと、次の

如く教えている。，「得道の客と亭主とならば自ら心よき

ものなり。未練の人互に心に叶わんとのみすれば、一方

道に違えば共に遇するなり。 されを こそ叶うは善し叶い

たがるは悪しとの事なれ」

　

アラソの判断力を救う以上の場であり、この必要のな

い得道である。

　

然るに霊魂の問題、生命創造の意図、力ある墜術の渇

望などが、第二義的となったのが近代女明の病である。

物質追求の本能的盲動が大きいが、友愛協同がなく、争

闘と賃慾のみがある。贋実と自然来を失い、虚偏と無用
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形式のみ多く不安な人生である。わが園明治以後の教育

は、欧化主義であり、物質追求の基盤を大き
●
く取り あ

げ、東洋文化の地域に即したものを無用の長物脱しては

いないか。われわれの教育には、 あまりに東洋的なも，の

を忘れていた。欧米思想家の中にもかの、モリス、カア

ペ ンタアやトルストイ、 ラッセル、エレソケイ、ロマン．

ロランその他数多く東洋に、美しさ思想の聖地あること

を述べている。ヵァペソタァは、 目叙樽
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の中で 「わたくしらが選ってきた最近百

年間の西洋諸園における商業時代は、恐しく人類と書物

とを俗化し安贋なものとした。人間の償値標準を低級な

ものとしてしまった」と言ラ。更に近代の歴史的経済的

特殊時・代は、大工業に迫込んだ。そのために人間を機械

的なものとした。政治はもちろん宗教も教育も鰹術とて

も、みな轟くこの経済の影響を大きく受けて、根本の第

一義的な目的を忘れているのである。
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・
われわれの理性は、科学から宗教を通じて哲学に轄ぜ

られると言うが、近代には自力の哲学的無力が刻々に悟

らしめられる。 それ程苛烈な現実に処して迷うところな

く、その指導に従って歴史を超賞する力を汲みとること

も困難である。現実の不合理中、園内の不正不義乃至偏

見妄断に対して、これらは共同責任であり、自責に堪え

　　　　　　

ぐ２）

　　　　　　　　　　　　

．
ぬと田辺博士は述べている。博士も言われるように、自

力による哲学では立ち得なくなった他力による宗教の力

に依らねばならぬに至ったと現代を許している。近代実

存哲学に立ったハイデッカーの租であるニッチェも東洋

（１）

（２）

アラソ：－

　

教育論

田辺元 き横長海道としての哲学２８．
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的節数の鹿無論に対しては誤解があった。悌数には、能

動的虚無論の絶交、旧ｒ定性が成立するのであるが、ニッチ

ェは・悌教をもって単なる受動的虚無論の典型と考えるの

であるが、それは小栗裸数に当てはまるところにしても、

大乗利他の積極的精神にふれるところがないばかりでな

い、既に否定苦難の忍受ということが、積極的な否定即

肯定なる能鳳性を含むものであって、決して単なる受動

　　　　　　　　　　　　　　　

（１）

　　　

・
と言うものでないと田辺博士力＝述べている

　

しかし、 ハイデッカーが主著に、「，恩寵の媒介によっ

て、神と人間との間を規定するならば、必ずしも神と自

由とは両立しないわけではない。却って反対に両者は相

即不可灘なのである。従って、前者の永遠と後者の時間

とが媒介統一せられることも当然でなければならぬ。

　

しかし・それによって、神は絶対媒介の原理としての無

に近ずき、その徹底はついに有神論の人格的存在として

の神を否定廃棄せしめるに至ることを免れないのも事実

である。 これを避けて積極的な直接存在としての神を立

てる間は、
．それが絶対媒介の規定を超える限り人間の自

由を阻瞬する結果を招来する」と説く。 ハイデッカ←が

有神論を斥け自由の立場に徹底し、その成立の根底とし

てニッチェの虚無に終始したのは、その限り膏合的であ

ると言われるであろう。 しかし、ハイデッカーの主著に

説くところの虚無 Ｎｉｃｈｔｉｇｋｅｉｔは、非木

　

Ｎｉｃｌｌｔ

　

の原理

であって、その証は自己の良心の責任自覚に止まり、従

って飽くまで内在的当篇要請に過ぎない。絶対無の無

Ｎｉｃｈｔがその轄換において、われわれの自己を無化する

超越的原理として行証せられるのとは趣を異にする、と

　　　

　　　
田辺薄士の論・達するところである。 か る点から輝でい

う無とは、ハイデッカーの虚無とは異るものであると言

えよう。ハイデッカーの説くところは、飽くまで自覚の主

体として自己を維持し、その存在を解釈するに止まる。
徹底的虚無というも、虚無の超越的形成でなく、内在的

要請に過ぎない。それだから飽くまで倫理に止まり宗教

に達しないのであると、田辺博士は批判する。そして同氏

は私の指示するものを放棄するのも否定の自覚であり、
その否定を媒介として復興される肯定は、直接の肯定で

なく、無の肯定であるとする。即ら、常に無の裏付けをす

る寂光であって自己放下の自覚の媒介であるとする。 ゲ

ーテを引例して、 「一切は比晩 Ｇ１ｅｉｃｌ・ｎｉｓである」と言

うのは、これを呼ぶのであろう。趣家の語は斯かる比ｆ除

　

、

　　　　　　　　　　　　

「３）

　　　　　　　　

．

に満ちる。それは詩人ポ←ドレールが呼臆と呼ぶものに

帰一する。かのファウスト第２部と東西詩篇とは、彼の

象徴する二大宝庫に外ならない。彼の有名な Ｓｔｉｒｂｕｎ（ー

ＷｅｒＬ１ｅ（死せよそして生れょ） の句がこの詩篇に出るの

　

　

　

も不思議ではない。かようなゲーテの諦念を自己同一と

は言われまい。絶対矛盾と言うも、それが自己同一に還元

しては矛盾が消滅する。 それは最早矛盾のままで許され

生かされることを自覚するのでなく、むしろ矛盾を包み

　　　　　　　　　　　　

‘

　　　　　　　　　　　　　

て１）
越えることを意味するからであると田辺博士は論ずる。

博士は言う、 「ヘーゲルの精神現象学の最后の結果たる

絶対知には、依然として理性の立場を維持するもので、
・

輝対批判の徹底したものと言い難い。彼に対するシェリ

ソグ、特にキェルヶゴールの非難はこれに因る。哲学も

東洋の輝宗の修業の厳しい徹底と、その生死を超えて進

む勇猛心を要する。親薦の達した他力信仰が徹底して輝

に通じ、所謂前後叡断の純ヌ・蛇欺こ立つ。」
・と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４ｉ

　

東洋思想の過評贋ではない、 シェリソグが彼の古いフ

　　　　　　　　　　　

．

　

（５」
ラソス哲学者タラソベールの現存在の不幸について 語

っているものを引用している。あ らゆる存在 の不幸

Ｍ叫んｅ錫ｒ‘ＺＢ

　

Ｚ’熱血？もｃｅ

　

に関しては、類似した印度の考

え方について、たゞ想起すべきだとの指示を奥えている。

結局神そのものは、全世界の中には実存在せず－－唯人

間の中において、即虞のその根源的な紙態において存在

する人間の内面においてのみ実存在すると言うことは、

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　
全く正当だと主張するのであつた。 そして、 シェリソグ

が存在の非限定性及び限定性の原因の矛盾について反省

したことは、次の如くである。非限定者の定立に従 っ

て、原因の最初の行篇であり、原因は従って存在を根源

的には行篇によって所有するものではなくて、一行篇の

反対は正に自然である一原因はそれを自然によって所有

するのである。従って、原因もしくは神は、その本性上存

在を限界付けたものであり、含有するものであって、そ

れ以タトの何物でも全然ないとした。 かくて、かれの自然

哲学は、自己自らの上に反省することであるとした。

　　　　　　　　　　　

（６）
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、

　

かく考えきたって教育史を緩けば、欧米の女馨復興以

後の教育思想の変化は、
‘「人の発見」により著しく人文

化したことがわかる。 それは、自己以外に立てた神を本

位とする中世紀的教育思想が如実の人間性の啓発に改宗

した。即ち、人女化したとは、人間性を解放する教育
思

想であった。すでに神を本位とした教育から人を本位と

す・る教育に変ったことは、一面自然的であって、人間の

有する自然性態の発揮が教育理想となったと言える。蓋

　

（３） 前田利鎌：

　

宗教的人間

　

（４） シェリソグ： － 哲学的経験論叙説

　

（５）

　

ジャン・タラソベール （ｉ７１７～１７８３） 百科全

　　　

書の編者、懐疑論者など唯物論者ではなかっ

　　　　

たｏ

　

（６） 長田新： － 近世西胃．教育史

－

　

２

　

－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

し、女整復興が個人を以て積極的の実在と観、自我肯定

となり自然の道行きとなった。 やがて４～５００年後に．、 シ

ェリソグの自然哲学の実在は、精神と自然との同一であ

りとする思想に教育家のフレーベルは醇心した。 シェリ

ソグは、哲学的経験論叙説中に、神について次の如く述

べてもいる。

　

即ち、「例えばフランス語においては、本来の意味にお

ける無、即ちウーク・オンを特別な言葉（ｒｉｅｎ）〔皆無〕

によって表現され、単なる非存在者は、しかし他の言葉

（ｌｅＮｅａｎｔ）〔無〕で表現きれると。 しかし、人材ばそれ

に従って次の如く艮＝ち如何なる意味において無からの創

造が考えられているかと言うことを 正に疑わしいと言

わんとするならば、私は次の如く答えよう。 薮に疑わな

い、何となれとば神は世界を無から（（ｌｅｒｉｅｎ）創造したと

言うことも、神が世界を非存在者（Ｎｆｅ′ｒ′ば） からｇ１出し

たということも、どちらも実に正当であり得るからであ

る。」と 「神は正に現実的には、 それ自身において無で

ある神は関係及び単なる関係として無である」とする。
絃で、考えたいのは、わが国交化の上で人間の有する

自然性態の発揮と自然哲学に由来した輝思想が｛教育上
に大きく出たのが、今を距る７００年前の鎌倉時代である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７）
ことである。自然と同一たるべく説いた樺では、春花咲

き秋実る如く、人間は内に充ちて外に茂るを人材と言

う。孤峯頂上に坐するは、無関心
÷相携に住することで

あり、内観の廉薬を守ることである。荘子が夢に胡蝶に

なって遊化した気分であり、判断を離れた康架境である。

　

松の線の貞節は、春に鯛せず秋霜に凋せずの底
・で あ

る。槍浪の水清澄に澄めば、頭にかぶる冠の紐を洗い濁

らば足を洗う。また、岬には荘子思想が入っており、老

子の思想も含まれている。老子は自然に帰れと言い、嬰

児の如くあれとも言った。 道とは所詮主観と相撲っ直接

所奥としての表象界に外ならぬのである。老子と共に蛙

子の道は、矛盾の道であり、この道はある時は無と呼ば

れる。さて如何にして、この無とも言うべき絶対から差

別の有が出ずるかかと言うと－－天，下万物。生方ミ有。有

生方ミ生あり、無とも言うべき道生一。一生二。二生三。
三生万物。 である。 未だ初めには物有らずの和が最上智

と言うべきであるとするのである。

　　　　　

｛．８）

　

細の由来は、大輔天王が霊鷲山に在って、 金色の波羅

華を釈迦牟尼悌に献じて、法を説かれんことを請うたの

で、釈迦牟尼悌は登座してその華を姑じ大衆に示され

た。大衆の一人である塵詞迦葉が独り破顔微笑した。そ

こで釈迦腔羊尼悌は、われに正法眼歳浬集妙心あり、塵詞

迦葉に附嘱ずとて、法を塵詞迦葉に附嘱せられた。摩詞

　

　　

　　

　

　　

　　　

　

　　

　

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
迦葉以来印度の瀬々が相承して、第二十八組菩提達磨に

至って東渡して梁に入って武帝を接化したが、武帝は契

悟しなかった。即ち去って醜の小林寺に入って面壁九年

に及び支那の第一組となり、法を弟子神光慧可に附嘱し

たｏ

　

・

　　　

．

　

それから、麦那の細々が相承して第五組弘窓の下から

分れて南北二宗となり、南宗は所謂五家七宗として、臨

済、渇仰、曹洞、雲門、淫眼、楊岐、黄龍に分娠したと

言う。 （しかし、．初めの釈迦牟尼悌が登座されたこと大

蔵経に」決まっている諸経には全く見えない。後に「大捷

天王向悌決疑経」に見えていると樽えられるが、この経

の性質由来が判らない。）

　

元来細とは、楚語の

　

Ｄｈｙａｎａ

　

」の省略で、支那では歌

街那、弟耶那、輝那の文字で当てられ、訳して評慮と言

うｏ

　　　　　　

，

　　　　　　　　　

．

　　　

・

詰り、悌数の修業法である。故に、諸宗共通の修業法

である。ところが、この岬が一宗門となるに至ったこと

は、表郷において行われたのである。 麦郷で後漢以来の

碑は小栗輝であって、菩提達磨の輝は大乗輝であるとさ

れている。 麦那の南北朝時代から、南方に雛数の実際方

面の発達を見た。しか
▼も、二局面客観主観となり、

．前者

は念悌で主観的の発達は修陣となった。 唐時代にな っ

て、二大宗門の歌況を呈した。そして、南方では実際方

面が盛になり錬思修行が行われ、還に藤宗が成り立っ

た。一面から見れば、伸数の外的研究に対して内的研究

が起り、修輝は内的樹・究である。わが園に入ったのは、

推古天皇時代に、菩提達磨が渡来したと停説あるも歴史

上明かでない。 しかし、その後天智天皇時代元興寺の東

南隅に輝院が建てられ輝を修した。叉その後深山の唐鱈

が来て億えた。わが園では、鎌倉時代に至って最も隆盛

を極め、栄西明全は更なり、道元に至っていよいよ細宗

の開立が大きくなった。法然、親鷺日蓮と偉大なる宗瀬

は共に礎鯵の基礎を造って衆生の教育に橋進した。 そし

　　　　　　　　　　　　　　

（の
て輝宗にはかのペスタロッチが孤独で、自我の内部に沈

潜して行くとき、必然そこに超個人的な普遍的な何物か

に到達すると述べたのと同一境地があるのである。 この

級個人的な普遍的なものを呼び覚ますのが教育であり、

社会改造にこれ以外の手引がないと言ている。 そして、

有限な社会機能の政治経済が無限の精神的な教育で支配

されねばならぬとも述べている、ナ，トルプも亦員の自由，

は凡てを魂の中心に導くところの教育の基礎の上に社会

（７） 小笠原秀実： － 藤女化の体系

（８） 鷲尾順敬： － 鎌倉武士の調。
（９） 長田新： － 近世西洋教育史

－

　

３

　

－
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断

　

哲

的経済と、社会的政治が新たに建てられねばならぬと言

っているｏ

　

またフレーベルは、主著「人間教育」の中に

「内面的なものとタト面的なもの、有限なものと無限なも

のを、人生において統一し、精神的なものを人間的なも

のの中に直観し、これら両者を相互的に人生に表現せね

ばならぬ。無限を有限の中に、永遠を時間の中に、天を

地上に、神を人間の・中に、人間を通じ人間の生活 の中

に、かの本質的なる神的本質の教養に依って表わすこと

は、教育の目的である。」としている。

かの老子が自然に濡れ嬰児の如くあれと言った思想を

取り入れた碑は、また不生樽として「親の生みつけたま

ま」の無分別智である不生即悌心である。これと対象し

た分別識上で生死する「我」があるのだ。そして、この

「我」を分別識から離すところに盤珪輝があるとされて

いる。そのように、フレーベルが児童の裡にも永劫の理

法あり、これがやがて神性であるとした。そして、教育

上児童を重んずると言わんより、むしろ児童 を畏敬
・し

たｏ

　

児童として自然であり、質実ある生活への教育 であ

る。フレ←ベルの言う「われわれは、児童を通じて善き

ことをせねばならぬ」と近世教育を最高調に逢せ しめ

た かかる思想は・また暇に古くから芽生えていたとも言

えるであろう。

　

また、かのペスタロッチが「隠者の夕」に言う内面的

高い認識の力、．それは人間を、彼の内部において補足さ

せる贋理、それに対Ｌ人間は本性への最内部にそれへの

道を見出す。質理は最内部から純粋にわれわれの本質を

作り出す。 この純粋の贋理感覚から人間の智慧が流れ出

るとする。その如くに暇の悟りは見性であり、性を見る

ことである。′悌数の無我とも言い、贋我とか大我とか言

う贋我叉は虞心を外から見ようとするところと相似であ

ると言えよう。

　

また、フレーベルは、最初の共同感情即社会感情は、

まず子供を父と母とに、そして兄弟に結びつけ、高き精

神的統一がここに基礎を有する。後年に、父母兄弟とか

人類と神と言うより高いものと結論するものと感じ、‐且

つ認識する理解を伴う。 そして、共同感情は、贋の宗教

心の外的萌芽となる。

　

輝に悟りは平等一味であり慈悲である。 そして、清浄

心はじっとして明鏡止水的である。 しかし、碑は、自性

清浄観を一歩も出ぬものとするのは誤りで、悟りは止む

に止まれぬ目から端坐致しておれぬのは、人間の社会性

からきている。古語に一理が万有の中に流れると言う如

く一理は自分等仲間の中にも存在する。 それ故に雲水行

脚の有徳の師家に集って借堂が営まれる。

　

　

　

　

さらに、ペスタ．ロッチに見れば、．直観労作もしくは生

活による学習がある。 ライャモイマソに見れば、筋肉運

動主義の教育であり

　

さらに現代に見れば、全我活動の

立場に立つプロヂエクト・メソッドの教育があり、体験

教育であり、生活教育であり、労作教育である。

　

輝は、師弟の日々の行住坐臥のところで行われ、特に

信堂生活では、師家も学者も労働を共にして、薪を伐り

土を運びその間に問答閉量があった。

　

日々の行罵が直ちに輝者の思索になって、
ｒ
…－挙手一投

足のところに甲は悟りを直示し、乙はこれを悟る。信仰

より知的であるから、一人は他を点検するが、労働は普

請として共に従事する。

韮

　

，馨問と信仰から輝思想に及ぶ。

　

嘗て、独速哲学では、深い反者をヘーゲルに力銀い想

像をもシェリソグに求められた。彼の直観性と想像力は

　　　　　　　

（３）

　　　　　　　　　　　　　　　

．

かく言わしめた。 「学問に到達するたにめは、人のよく

言う如く妻も子′供も捨てねばならぬのみならず、人は全

くすべての存在するものを然り、私はこう言い表わすの

を厭いませんが、人は神それ自身さえも捨てねばならな

いのです。」

　

学問するものが象牙の塔に立罷ると言うこともま、学者

が政治に関興し、女数を指導しながらもよく学問に到達

するとするょりは贋理であり、容易である。古今東西、

その軌は同じで、昔わが園比叡山の澄員は、常に，世間の

交際を絶って、専心に学問に従事し源平の戦争を知 ら

ず、自ら平氏でありながら一族の西海に逃走したことも

知らなかったと博えられている。諸大寺に法衣の下に戒

衣を着けた悪鱈と言わるべきものも鰭分多かった時代

に、専心に学問に従事したものも少くなかった。政事に

陳情し、政治的行購を学者間に流布して、この範囲の外

には学問する人が一人も園内におらぬような社会の風潮

は、学問にいよいよ困難な道を通らガ僻ま到達し得ない場

とする。

　　　　

・

　

数学や物理学を勉瀕して自然哲学に入ったシェリソグ

は、次のように述べて哲学的宗教を目指した。 「自然哲

学が現実の自然に代わることが出来ない如く、宗教哲学

は宗教の代りになることも出来ない。自然哲学が自然自

身に変えることができない如く、学問は信仰の領域に干

渉すべきではない。 学問は信仰を啓発し、それに内容を

貸し輿えることは出来るが、しかしその代りになること

が出来ない。」 その如くに学問は、 政事の領域に干渉す

べきでなく、唯啓発しそれに内容を貸し奥えるのみで詰

繕である。そして、．自然哲学は、自己目からの上に反省

することであり、神は現実的にはそれ自身無であるとシ

－

　

４

　

－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

　　　

ぐ３）

　　　　　　　　

，
エリソグが述べた。そのように一面叉自己を無化する超

越的原理とし行証される絶対無の無が、田辺博士によっ、

て説かれている。西田博士の無の哲学の中に説く、言葉

を引用すれば「瞬間が永遠に触れ行鳥的自己としてある

ところに永遠性を欠くことが出来ない。故に、私は働く

ことが在界であり、この現実の私の一歩一歩絶対に独立

なる個物である。，即ち、身体を有っ私の有る所必ず永遠

なものがある。これを絶対の無即有と言う。」 と。叉「絶

対の多即一絶対の一即多である。絶対の無の自覚、見る

ものも見られるものもなく、色即是塞の宗教体験となる

のである。」と。 またトーマス・マンは、 宗教を無限の

ものと解するセンスを好尚と定義し、 シュライェル・マ

ーヘルは「無限のものを解する人間のセンスを徴慶する

感情に、美術に自由な膜想に、いや精密な探究に、また

創造の秘密に宗教的に帰化しながら、宇宙論 や、 天女

学や、理読物理学として、このセンスに仕えることの

出来る秘密を探究することはよい事だ。」 と述べてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆

　　　　　　　　　

（９）

　

シュブラソガーが言う「一体人間は、この世の生活を

あっさりと亭梁にだけ法る代りに、何故に良心の問題な

どむこ苦しめられたりするのであろうかと言うことは、理

解出来なくなるのでないだろうか。 また道徳的な義務づ

けが存在するという事実は、即ち超越的な且つ究極の意

味を輿えてくれる源は、唯この超越的世界のみである。

しかして、人生の究極の意義が見出される，のであるが司（

遠なるものは宗教的であり、超越なるものは神に外なら

ぬのである。」 と。さらに、 宗教的表現をもってすれば

「己がすべてを捧ぐる者のみぞ救わるべくもあれ、たと

え全世界を汝がものとすることが出来ようとも、汝の魂

を害わば何んの撚ぞあらん。」 と。 そして、 かのドスェ

　　　　　　

（７）

　　　　　　　　　　　　　

ａＯ）
ルトフスキーや、 ァンドレ・ジイ ドのようキ′こ直接に、 し

かも専ら禰音書からキリストの教訓を受取る と言う

　

こ

とｏ

　　

・

　

そのばらばらにしたキリストの言葉を掴むことは、静

寂主義に導き、そしてｐ－マの教養よりも、さらに東に

遠くつれて行き、一種，の悌数に近づく方向に進む。かれ

らモノま、諦念を提出し自己放棄から来る歓喜に到着する。

　

パスカルの全く心地よき放棄、そして歓喜１！脂喜の涙

である。 その時、キリストが新生と呼んだところのもの

にわれわれを入らしめる。．この歌態は、われわれの裡に

ある個人的なものを放棄することによってのみ護られる

のが、この潤誌である。 われわれが永遠の中に入り、神

の王園に入り、普遍的生命の意識を得るには、われわれ

自身への執着を棄てて初めて逮せられるからである。

さらに、一歩を進めてより東洋的なものは、かのアナ

トオル．フランスが老信に言わしめているように「動く

も動かぬもむだの事で、生きるも死ぬも同じことだ」ま

た「人間の心づかいとなるような、塵なことは皆棄て

た。」 そして 「よい生活も悪い生活も、名誉も恥も、 正

も不正も、快も苦も、善も悪もない。われわれなんであ

るかも知らぬし、 何んにも知らぬ大愚である。」 と言わ

せている。 かのロマン・口←ランも印度へ深い深いあこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１１）
がれを持ったし、ヘルマン・ヘッセも亦、彼の魂の東方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ１２・

　　　　　　　　　　　　　　

▲
えの旅を続けた。そして、デュ←ウイの持つヒューマニズ

ム的宗教観は、わが園の神社や棟像の乱拝にも同様に見

られるものだ。即ち、人間の完成と言う理想の成就であ

るから、人間主義宗教とも言える訳であるとする。

　　　　　　

　　　　

　

印度哲学における矛盾の無は己有に対しての相とせら

れ、５世紀頃から醜に研究されていた。第一未生無、第

二後世己減無、第三後世更互無、第四畢覚無即絶対無と

現在未来過去の三世に対して考えられもした。 また生住

波の起るもとを純として、最高我即最高神を解脱我より

も、世界を開関し支持する力のあるものとした。 また、

心のありようによって、凡て善悪美醜のあらわれとする

　　　　　　　　　　

　　　
大乗伊そう数の哲学思弁で泰観を説く。身心の環境の世界を

展開する一切を執持し、また種子を集蔵するものを識と

名付けた。 十二縁起の識によって現実の世界に生存する

も、妄惰による仮に実有と執さる偏計の相に外ならぬ。

　

贋実には、．俵他起や一切平等員如の円成実や偏計所執

の三相に属すると説く。さらに、三相を相無性や生無性

や勝義無性によって、それぞれを否定し、一切皆無目性

の塞であると論じた般若経の如きもあらわれた。

　

そして、 また麓定における識の対象は、、識の影像に
外

ならぬのである。かかる般若思想の根底をなすものは、

悌陀の思想の根本中心ともなっている。法性は、・目性清

浄心が主体で峯性と同脱される。前述の三相叉三姓（依

他、分別、虞実） の認識を実証するために実践行鳥とし

て、観行も獅戒も輝定もあったのである。 そして、悌陀

が悟りを開くのに苦行を捨てて、確定によ・つ
たという樽

説さへ持っている。

　

印度に発した東洋的虚無主義は、意思の喪失であり、

生の弱化であるが、それを克服して彼岸世界を定立した

（９）

　

シネプランガー： － 女化病理学

の
Ｄ

あり

も

　　　　　　　

－ 魂の魔術

アンドレ・ジイ ド： － ドスキエフスキー論

ヘルマン・ヘッセ： － 郷愁。
鶴見利子： －

　

ァューイ研究。

宇井伯需： － 印度哲学研究第「。
金倉内照：－

　

印度哲学史要。・
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・

ものは、宗教や形而上学の衣の下にかくされた生の意志

「生に敵対する生」叉「無への意思」 でもあるｏ印度に

発した輝的思想が、・樽説として麦那西蔵地方にもあった

一群の碑綴を通じて嫌えられたことも考えられる。 それ

　　　　　　　

（１」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５）
は麦那の老艦思想に見る水をもって聖人とすると同じく

「水は正義である。 なぜならば水の豊かさがあれば、す

べてに正しさが行われる。 しかるに降雨がなければ、強

者が弱者から奪いとるからである。」 とする印度ブラマ

ンの表象に残されているからである。 麦那老荘輝女化に

も見られる届原の思想である。世とともに推移する態度

の表示の槍浪の水燈湖′ま、頭にかぶる冠の紐を洗うべ

く、叉濁らば足を洗うべくと言う化他融合により、純潔

の精神で、利他の大業を目指すのと一致する。

　　　　　　　　　　　　　　　

（］６）

　

日本の輝にあっても、道元の．水月の讐でわかる。 「人

の悟をうる、水に月の宿るが如し。月ぬれず水被れず。

広く大きなる光にてあれど、尺寸のガくに宿り、金月も天

も草の露にも宿り、一滴の水にもやどろ。 悟の人をやぶ

らざること月の水を穿たざるが如し。人の悟を墨瞬せざ

ること、滴露の天月を墨磯せざるが如し云 ．々」とあるの

も、 その例であろう。且つは、明鏡止水の境地が叉悟，り

のそれであると・も言われるように、水を朝証す，ることが

多い点が、印度も麦那も日本も、輝の心境を説く点で甚

だよく似たものあり、薮に一連のつながりかあることが

予想されるのである。

　

西欧キリスト数的生死観は、霊魂不死を教え、即死を

否定して生のみ復活にたよる。 東洋御数的なものでは、
不生即鯵心であり、草木生死に無関心であるように、誕

生説もない我執を超越した「無」 を自由に使う

　

ので あ

る。不生は無と同じく積極的細対性をもっている。 「太

虚のくわらりとした」ところが、心理的に不生の端でも

ある。本来堅寂で、心無所得心無断住であるが、悟は社

会性に基く一懲万有中通ずることにある。

　

われわれの前に、永遠（無限） のものである大宇宙の

本体が実存する。 印度では一定時間の経過を劫として表

し無限を説かんとした。

　

東洋の輝者の上島道」また老荘の・「虚無」 こそは、一

つの自己超克でもあり、住む地上世界の苦悩不如意から

「他の世界」を立てることになる。 「無の代りに彼岸」

とも言う永遠なものである。われわれの前には、永遠そ

のもので大宇宙の本体が実存する。その無底の淵からこ

やみなく生み落される．ものは、ことごとく亡びゆくもの

として瞬間に飛び散る。 しかも本体は鞘の如く虚にして

露きないものを吹き出す。 千古変らざる静けさのうちに

在りながら、 しかもこれがありとあらゆる活動と生命と

太

　

郎

の根源と言うのが老荘の「質実」の見方でもある。

　

哲学でも、人間の存在である現存在の存在し得る根本

を「無」の「無化」力．～現実に慰われるとする。現実に存

在する現世は、それほど無に貫かれて不断の無化である

と言うのだ。現存在の有限性は、現世の無常に徴するこ

とこそ存在の贋理を悟ることであるとする。

　　　　　　　

（１７）

　

ノ、ィデッヵーの神を待っている現存の態度或ゎ西田博

士の色即是空に近い絶対無の自覚と言い、はたまた田辺

博士の自力即他力の信を誘いたのも、さらに高橋博士の

運命と時間から出立して、人間の有限性から他力全体的

なものの根源に経対の「無」を誘いたのも、東洋宗教的

であるとも言えるであろう。

実際倦怠弛緩した現代人の生活と、迂遠にして蜘麟の
巣を編むような現代人の思索生活から、頭を轄じて古代

自由人の人生悲劇を軽々と酒腕で遇して行く姿を見れ

ば、生きかえる気がすると言わざるを得ない。 現代人の

頭を悩ますさまざまの矛盾－－理智と意慾、貴族主義と

民主主義、神人の生活と凡庸人の生活、神秘と白日、戦

争と平和、遊戯と贋剣、映笑と慈涙とのさまざまな矛盾

であると言えよう。

　

かくて、我見我執を押したてながら流縄の流れに浮沈

している。 小知小言の徒は、寝れば夢見て覚れば形象に

捕われて日々心をもって戦い、或は恐れ、或は是非の我

見をとって勝を争い、勝を守って動かずと誓 う。かく

て、惑溺のいたすところに、また止むを得ずして、日々

は喜び、怒り、悲しみ、嘆き、物と争い、恰も馳けるよ

うに人生を過すのである。 やがて疲労困績に達し、人々

の息は喉をからすような悲しみの狂態ともなると言うの

が、かの荘周の表現した言葉である。

一切矛盾の対立が、さながらに方生方死、方死方生し

て行く変化の流れのみが永遠である。一切は流れる、「そ

の形化しその心此と興に然り」 である。そして、生滅変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１８｝
化の道のみが永遠である。 この永遠の流轄たろ適を粧子

は、また大塊とも、
◆天鎖とも、大通とも、造化とも、命

とも、陰陽とも、天とも、時にはまた「わが師」とも呼

んだ。 しかし、結局この道は、運沌の欠伸とも、、大塊の

嘘気とも述べるように、何の秩序も統一もない流簿であ

る。 また涯ある生で涯なき和に随うのは殆きのみと 言

　

（１４） 小笠原秀実； －添車文化の体系。

　

（１５） 金倉内服：

　　

印度哲学史要。

　

（１６） 鈴木大拙： 一 顧思想史研究

　

Ｈ

　

ｕ７） ハイ デッカー： － 形而上学とは何か。

　　　　　

〃

　　　　　　　

根拠の本質。

　

（１８） 高須芳次郎、： － 老荘思想。

　　　

前田利鎌： － 宗教的人間。

－

　

６

　

－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

い、菓子に知を営んで揮沌に入るよりも、むしろ物有ら

ざる無に止らんと欲することを主唱した。 ところが、こ

の流麹の道を乗りきるために、衆人は何んな船に乗って

行こうとするのだろう。 人は皆それぞれ成心一偏見をも

って事物を裁いて行こうとする。 しかし、 「一切の偏見

のうちで、善悪美醜の贋住観ほど人心を惑乱するものは

ない。一体善を立てる、これが直ちに悪を否定すること

である。 美を立てる１ことが直ちに醜を否定することで

ある。 しかし、実在一道は、一切矛盾から成立している

ものであって、窓も醜も共に道には欠く・べからざる要素

である。」「適いずくんぞ隠れて虞偏ある。 ÷÷適いづく

んぞ住いて存せざる。」

　

東洋思想の中には、所謂「無心慈光」なる涙で感謝す

べき言葉がある。これは先生が我を洗うに善をもってす

るから、十有九年自分の片論者であることを知らずに暮

した冗者の自覚を消した事。菓子は、美を画くに醜悪奇

異なものをも選んだことは東洋独特なものである。不具

な男は、兵役にも行かず、政府の労役にも除外され、そ

れで扶養されるような幸編なものがあることを知るｏ脚
門の酒脱が荘子に端を発しているとは、単純な美をあき

たらずとし、逆手によるものを見出す。 即ち、十六羅漢

や、千手観書の美をも見出した。 叉、無用の用を知る癖

子は、人に重用せられることが却って手械足城であると

する。生を全うすることが、万物の第一義であるから、
凡ての償佳観を否定するものは、己の生を完うすると利

己主義をも主張する。然し、これを超越し、 「善をなし

て名に近づくごとなく、悪をなして刑に近づく ことな

く」善悪の彼岸に立って、万物の自然に冥合して行くの

か荘子の養生の秘訣である。だから「長いものには後か

れろ」という功利主義的にもなるが、現実の直観者であ

って、これを超越するｄ

　

それは、仁義の言を弄するもの

は、夢想家であるとする。 「己みなんか己みなんか、人
ｒに臨んで徳を以てすることや、殆いかな殆いかな、地を

劃して走ることや、迷陽迷陽吾が行を傷くる無し。 善が

行郡吾の足を傷くる無し。」と。現代のように不安な世の

中では、伴狂に越した保護色はない。 そうして、相手の

出よう次第で己の歩調を合して行けば、吾が足を傷つけ

ることに至るまいと言うのが、菓子の人世知である。 し

かし、事に臨んで遂巡するのでなく、虚心坦壌、己れの

言のこれ容れられんことを求むることなく、成敗を天に

任かして利害得失を顧みず直進せよ。 この無郡にして直

進するのが贋人の本質とする。 また、己れの技巧を捨て

て如実に感情を表現することが、念頭に人なき童子が始

めて篇し得るもので、天と徒たる童子であり「内に直な

るもの」だ。それのみでは、複雑な世に処しては、いま

　　　　　　　　　　　　　　

－

　

７

少し妥協的でなくてはならぬ。即ち、内に直で、外に曲る

ことが必要であると。 かの理想の天と人との釣合平衡し

たものである。 荘子は、善悪美醜有用無用の対立を一如

と観じていると同様に、生死も一如である。現在を活そ

うとして保身を語るか、生のためではない。流種と
・して

遍照する「恒物之大橋」である。鴫呼人のみ人のみ、我

のみ我のみを去る。 かくて、道は平道一切の変化を儒坂

している。 この道に従って 掘駁不捨の職量を持たねば
ならぬ。そして、 「至人に己なく、神人には功なく、聖

人は名無し」 である。故に、昔荘周夢に胡蝶となるので

あり、四時の運行、人事の得失にたぢろかず、運命に随

順して行く心だ。現実の逃避でなく、個我の超越である

から、無形無相無根無本の作用であり、万般に瞳伴する

虚に外ならぬ。 「求著すれば、即ち縛た遠く・求めずんば

還って目前にある。」目前にある我とは何ぞやとなれば、．
花は紅、柳は線の表象に外ならぬという。

　　　

　　　　

　

輝鱈ともなれば如何なる偶像にも、主義にもと らわ

れず、素裸で開け放しで「裸人形もの落さず」と言う場

にある。自由の境地は「騰所に主と作れば立てる所みな

贋なり」 で、一切事一切物の肯定である。 孤独観からき

た自然の観照は、偉大な所に達する。芭蕉の「閃けさや

岩にしみ入る蝉の声」．また「五月雨を集めて早 し最上

川」叉「此道や行く人もなし秋のくれ」なので あろ

　

う

ゲーテが、ファゥストの胸の中に単純な理智主義に反抗

を燃し立て、森林の中に潜む洞穴に閉じこもって、論理

的思索研究を離れた帝壱棒の直観の工夫を凝らしめ、地の

精に向って語らしめている。－………・．お前は一己を瀞な

洞穴に連れ込んで、己に己を目から省みさせた。 そ の

時、己の胸の底の秘密な深い奇蹟が暴露する………これ

こそ、輝家の「見性」の語を想出させる。 自我の本体、
即ち吾にして書ならぬ主観にして、主観ならぬ大我を見

るの意である。自我を超越し大我を抱き、差別を超越し

て平等と合した瞬間の意識一「即ち、吾自ら神と・なり、

我目から天地の実在となって十方を遍照し、三世を抱偏

するの意識である。

　

また、一休暇師の如きは、脂処に「物と春を篇し」て

遍く漂泊するが、彼の作者と言われる謡曲の「山礎」の

中に、一新不住の孤独な山姥の悲・しみを歌わせる。 「生

所も知らず宿もなく」疲れた足をひきずりつつ、山から

山へ永遠の旅をつづける。一所不住の債と言わるるは、

去るもの追わず、来るもの拒まず、造らざる無く、迎え

ざる無き徹底した自由人を想わせるのである。杖の指す

，ところ、足の赴くところ、刻々に新たなる分野に朗らか

（１９） 前田利鎌： － 宗教的人間。
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に生き行く境地の人である。

かのキリスト「孤に穴あり、天塾の熟ま巣あり、され

ど人の子は枕する所なし。」とあるも、一所不佳である。

　

自由人として、朗らかに我道を行く心境だ。

　　　　　　　　

ｒ２０・

　

ャ▲スバースは言う。 「百年来精神的創造者は、自己自

身に心を向けて来た。 そして、歴史に見るように、孤独

が贋の行罵の源であった。今日も‐一つの生命を完全に生

きるには、必然的に孤立が必要である。世界から出て孤

独に導かれた自己存在は、ニッチェやキ
．ル，ヶ

ゴ←ルの不

安の道を通して、人格伸展によるべきことを考えさせら

れる。集団的人間を如何に保護すべきであっても、虞の

品位は、・孤立的本質には存在しないで、自己恒常的人間

の間の結恰性にあるｏ

　

しかし、その根源には、自己存在

の力が人間の品位として役割を演ずるまでは、まず決定

的な個人において行われねばならない。即ち、人間存在

の品位は、哲学的生活と称するすべて品位あるものは、

信念の贋理の中に立つ人でもある。人間を如何に保護す

べきかに神性を要する。

　

集団には、到るところ人間的本質の平均的なもの、個

人の趣味でなく、人間量を問題とする。われわれの主人

である集団から逃れ去ることは出来ない。 集団は実存な

き現存在であり、集団は、 「我は全である」を腰糟する

ことなり、独立性も許さない。 それだから、信仰なく集

団秩序が堅固になれば、凡ゆる人はこれに奉，仕し、精神

的行篤によって生きようとせとば、多数人の満足を買うよ

うにするだけである。

　

雲門の「日々是好日」は；現実の逃避でなく、無心に

Ｌて声を聞く（集団の声） 忠実生をもって、瞳所作主で

ある。同時に人事自然の暗黒面をも直観し、その解決に

進む。 積極的に、・人生肯定に帰結するところに、大乗悌

数の出発点があるｏ脚語に、 「怪を見て怪とせずむば、
その軽目から減す」で、贋の強さは、己の勇法に拘わら

ず、ものを素直に見遁して行く、私心を滅して無念無想

に入るのである。

花は紅、柳は織の趣語は、現実に立って寂静をいうよ

うなかの悌土を否定している。色界に入って色に 惑わ

ず、声界に入って声に惑わず、香界に入って香感を被ら

ず、 味界に入って味感を被らず、触界に入って触感を被

らず、法界に入って法感を被らずである。現実世界に入

りながら、しかもそれに惑溺支配されぬ能力である。た

めに一切非我の環境にあって、自己即絶対者の境地まで

到達するため、血涙をも滴らせる努力をするのである。

旧

　

日本教育史に見る趨思想

　

輝思想は、御数の博東に由来することｔは言うまでもな

いが、教育者は主として僧侶であったことむ′ま、寺小屋の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
名にあることでもわかる。フ・沢宗書博士の講義にもある

如く、紀元５２２年、梁人の司馬達の悌像を持って来朝し

たことに始まる。次いで、欽明天皇紀元５５２年、百済王

の悌像と経文の献上あってから推古朝に至り、聖徳太子

により、推古帝の紀元５９４年、三宝興隆の勅によって悌

数の基が出来た。 推古帝１２年、憲法十七ヶ係の中の第 ２

係にも 「二日篤敬二三宝－………人鮮二尤悪－能数従し之」

とあるのは、宗教教育の司能と必要とを示されたもので

ある。太子の悌数の方向は、その勝聾維摩法華の三経で

あり、法隆学問寺と建設され、御自からお経の講義もさ

　　　　　　

　　　　
れた。 法華経と勝璽経共に大乗の経典であるから、楓悪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「２２）
想が含まれていることｇ′ま言うまでもない。悌陀が悟りを

開くに際し苦行を捨てて耀定によった樽説がある。 蓋

し、キリスト教の祈蔭に比較されるものである。 勿論、

神力品にあるよう≧′こ、瀞慮即輝でその一所に観念を集中

することである。 印度のヨーガ学派では、ラヤＬａｙをもは

趣的室観であるとされている。 このヨーガ学派の行者の

冥想段階を説いた、麦那や西蔵にも統帥論として存在し

た。 かくして、部数における精神統一が輝の階程で あ

り、深き冥想に入って最高の帰趨に傾くことであったの

である。

　

天智天皇は、学校
、を設け、大学頭に百済の僧詠、百済

人鬼室集斯を学識頭とされた。 奈良朝においては南都大

宗の悌数時代で、儒教をも圧倒した。

　

，

　

この以前までは、日本人は現実主義であったことは、

　　　　　　　　　　　　　　

（Ｓ２３
万葉集の次の歌でもわかる。「此世にし架しくあら｛ば、

来む世には虫にも鳥にもわれなりなむ」と０奈良朝時代

では、寺院は全く学校の役割をもった。また、宗教の場

として、聖徳太子以来世界的普遍性の大乗倖数が迎えら

れた。中世にあっては、梁塵秘抄にもあるように、 「僻

も昔は人なり我等緑窪む′二伸なり」 の思想となり、贋俗一

諦が鎌倉時代に至って徹底するようになったのが、所謂

武士輝を勃起させる段階まで導いたと言えよう。

　

聖徳太子以後法隆学問寺を中心とする教学は．、最澄や

空海によって大きく延びた。最燈は、所謂山諺山学の山

林偉教で、大乗の清揮出家の道場を立てた。されば、か

の源信のような俊巌な高僧も生れたのだと言えよう。ま

た、塞海に至っては、理論的根拠を自然法爾の本覚常住

（２０） ャスパース： － 現代の哲学的考察。
（２１） 入沢宗嘉； － 教育史概況（帝大プリント）

（２２） 金倉田＝｛｛； －

　

印度哲学史要。
（２３） 教育大学講座： －

　

日本，教育史。



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

にして、無姶無縫自然寛の大日法身鱗に求めんとするも

のであった。 そして、この本覚思想こそは、日本俸数の

一つの特色をなすものとなったのである。 かくて、寺院

は学堂として僧侶教育を嫌ねた。

　

平安朝に入って、神糖悌道教の融和が行われ、修験場

は神道悌教道教の混精したもののようであった。当時、

僧塞海などの教育理想は、所謂才の教育で、九流六姿五

昭とも言われた。私立大学も出来たが、特に比叡山や高

野山等にも出来た。鱈最澄は教育の場を比叡山に移して、

学鱈を大いに養成した。当時個性教育も勿論だが、圃家

教育にも及んだが、やがて期戒論や曲．源譜を作って大乗

を主唱したり修学年限も、当時１２年に及んでいた。 高野

山に金剛寺を建立し、手塾種智院を創立した空海も、 そ

の著作十焦心論十巻から見て、宗教意識の発達と宗教教

育の段階を見たものと言える。また、女鏡秘府論では作

文の道を説いている。更に、手聾種智院は、普通教育の

学校であったことが明かである。九流六馨十戒五明で大

いに汎智的であったが、貧家の子弟教育に特色があっ

た。 しかも、宗教教育が普及化された，～実は、「いろは歌」

などでわかる。平安朝時代の大教育家として、菅原道員

と二善潜行とあり、当時家庭教育を主とし、貴族は大学

にも学んだ。詩文、和歌、音楽、狸琴、習字で、女子も

三科を・よく学んだ。また織物、染色、裁縫の術も学ん

だ。次いで源信は、横川に子弟を教育したが、数門は念

悌一門と言うが、桧門とて悪を捨てて善 に向う に、念

怖、判断、作頗、観察、廻向、助念等を修養法として挙

げている。管公とても老荘思想に通じていた。

　

鎌倉時代、室町時，代の教育には、最も輝の思想が織込

まれた時代である。後深草天皇の蓮長年間に出た古今著

間集には、第一に仁義、第二に神鉾を説くが、この以前

に出た平家物語りに、日本は神なりとあり、以後に出た

神皇正統記ヤこも、同様に述べられている。 この時代の思

想は、個人的から集圏的に、貴族的より国家的に移った

　　　　　

（２４）
と入沢博士が述べ・ている。南宋から入った悌数は、園家

的意義を帯びたものであり、樽家特に浄土樽を懲える鱈

は何れも報国的思想にあったと言える。 或は、
．法然な

り、道元なりが宗．数を通じてこの思想を説いているが、

然も樽の思想を通じて説かれた。何故ならば、鎌倉時代

に至って、初めて日本の′悌数が内面的となった。輝は不

立女字であると言い、葱光無心の喜びと言い、無和無功

無名と言い、反省から、禁欲から、徴海から自己放棄に

至った。

　

やがては、超有無的に存在するのが無であると言う絶

対無の無が、自己を蕪化する超越的な場にまで到達する

段程に一歩を踏出した。そして同時に、国家的意義をも

った瞳報とｒ悌法との調和は、栄西の「興 善護－園」とな

り、日蓮の「立正安園」となり、親鷺も北朝のために立

ったのである。

　

儒教思想も、五山の儒者を勿論足利学校や金沢文庫を

通じて学ばれ、また武家の間にも学ばれた。 しかし後に

至り、 （天明年間）延暦寺の僧侶が僧籍を臆して、時習

館として教育するようになった。 寺小屋が出来て、ー０才

から１５才の子弟が教育されたのもこの時以来である。

　

鎌倉時代の大衆教育家として、法然と道元との巨人が

いて、ｆ弗数を通じて輝思想が緩く、大衆特に鎌倉武士の

間に鼓吹された。次いで、親鷺によって、法然の行と戒

とが自律的貴族的なものの多少残っていたのが全く他力

行になり、一般的になった。 鎌倉武士は、 嵐古以来朝廷

にあった武宮と異り、京都公卿の地方人となったものの

子孫や、郷族の子孫が盗族を防ぐために兵杖を執った大

衆の中から生れた者であった。奈良朝、平安朝の公卿文

化から地方武士の中心に文化が移った鎌倉時代は、凡て

のものに新気運が勃興していた。そのために、時代の学

問、宗教、整備等も時代の新気運に醸じて庶民的に発達

した。薮に、岬の思想が発達するに最もよい圃場 であ

り、また鎌倉趣として、京都輝と異った特色をも有する

に至ったと言える。わが園で大勢力を得た浄土教は、群

立の巨像特に法然によって興隆の盛時に遭遇した。古く

も、戦闘時代の武士、例えば源痛仲、顔義や義光なども

浄土教を受けた。また、平継義は、源信に就き、東園の

武士も法然に就いて念悌修業して職場の罪業を自ら滋ｒ海
、し、来世得腕を祈念した・。同時に、大いに人心を刺戟し

た浄土教は、道俗男女が相競うて浄土を願求し素った。

ために現世を破壊し、自殺によって来世を求めるものさ

え多く、興隆の極は却って弊害が人々の自覚するところ

となった。それで、念伸と修輝との二宗門に別れ、葎宗

が時代の新気運に乗って武士の間に流敷し、精神修養と

なったり そして、練恩修行であるから、悌数の外的研究

が内的研究である修碑に代ったのであった。 武士参輝の
ぐ２３ノ
例を見るに、 上杉謙信は春日山の林泉寺に、また武田信

玄は甲斐の園悪林寺の有名僕償快川和尚に、九州菊地一

族とても曹洞宗を信仰したことがよくわかる。また楠正

成とても、臨済宗に法華経を書写していることで帰依し

たことがわかる。
・当時、武家の子弟教育に岬の至言を用

いた。即ち「かりそめにも有のままたるべく身の分を知

り欲を慎め」と。これは、武田信玄が後世に残して子孫

を教え諭した家憲の中にある言葉である。

（２３） 教育大学講座： －

　

日本教育史。
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やがて、戦国時代に入りて、織田信長は叡山を焼打に

した。 さらマこ、豊臣秀吉は根本寺を焼き・悌教から遠ざか

ったような時代が東た。 しかし、この時代には、概に輝

の思想はわが園特有な整備面に深く泌み込んでいて、こ

れを通じて世人を教育していたとも言えよう。 それは、

茶道を通して釜のたぎる暑に、松韻竹縫を聞き、簡素な

器物に「わび」を味ぅ場である趣趣味としてその精神を

停え、能狂言や謡として「山姥」の一所不住を説き、俳

句を通し「古池や蛙飛び込む水の書」の心境を樽え、水

墨の絵を通して、無差別平等、無篤信淡、そして空寂を

　　

　　　　　　

（２Ｊ）

　

北傑時頼は、一族の精禾巾生活に一大刺戟を輿えたこと

は、一大人格者であったことによるもので、参脚の結果

であると考えられる。 時顔は建長寺住持の蘭難から冗藤

に就いて日夕問訳して法化を受けた。弘長２年１０月１６日

の朝、 廓然として安ミ悟し、 元港から印可を得た。 こ

　

の

朝、時頼問 「弟子近日坐潤して、非断非常底を見ず」

と。蓋し、一切諸法即ち万有は、これらの執見以上に超

脱しているものであるとするので、時頼は見得した。

　

よって元義言う、 「参弾は只見性を図る。 若し見性を

得ば方に千了百当を得ん」と。 所謂、見性成停＝である。

　

今、元蓬は，、見性せば万事了するものと言

　

う

　

のであ

る。 時顔言う、 「羽箇方便指示せよ」と。 元港 言

　

う、
「天下に二道なし、聖人に画心なし、若し聖人の心を謙

得せ｛．ズ、即ち自己本源の自性」と。梯敷を教義 に求 め

ず、 人心に求めねばならぬご

　

天下の大道はーあって二な

い。これが聖人の，一心である。今聖人の一心を体得せ

ば、本具の自性が微見せられるのであると。 時頼言う、
「弟子道崇無心」と、－－寺顔が非断非常底を見得したろ当

体である。元港言う、 「若し、鱈簡に無心ならば、豊三

際を窮め、横十方に遍し」と、これ自己の一心が無い当，

体に宇宙に遍在する一心がなければならぬとする。元蓬

が時細の無心と言えろを追撃して肉迫した。さらに、フＣ

港説いて白く、 「讐えば、蝋燭のまだ漣成せざる以前の

如く、即ち見本地の風光本来の而日なり。 瀦成し熱を点

ずるに至り、輝耀たる難観あり。 冥暗を照徹して人人胆

望す。末後燭説き、光極まり、旧に依って前消 息 の如

し、雛世に出で人を慶すること亦復是の如し。来日〕以前

は、瀞法界身、本田浅なし。・大悲願力を以て示現し、世

に出て道を成し、上中下の根機に随うて、三乗十二分数

を演説し、花を枯し衆に示し、望凡人天の大衆をして明

ＩＣ・見性せしめ、未後無余浬薬に入・る。亦一係の蝋燭の如

く、二無く別蝕し。 方古流通じ直に今日に至る。若し、

この性を見せ｛土、直下便ち見せん」と。 冗審良く久うし

哲

　

太

　

郎

　

て亦言う、 「見するか時」。顔言う、 「森羅万象、山河天

　

地・自己と二無く別無し」時と。 元篭言う、「青春たる翠

　

竹惑く是れ員如、鋳々たろ黄化般若に非ざるなし」と。

　

時蝦即ち言う、 「弟子２１年旦幕に望み今一時に己に滴足

　

す」 とｏ

　　

わが園の思想史から見ても、宗教史から見ても、時顔

　

の契憎・の因縁の一係は、極めて重大な事実である。樽宗

　

は、鎌倉武士にかくの如き精神上の一大訓練を奥えてい

　

ると言える。

　　

法然上人の教育は容易で一般的な方法でなされた。即

　

ち、 「一枚起請文」が示すように、概念でなく手をとっ

　

て教え導いた。中世文教の牛耳を探ったものは信徒であ

　

った。 大学寮なきあとは、公家の家学となって、多く秘

　

密簿授となる普及に至らなかった。 この時代に広く庶民

　

教化と文教の普及に寄興したものは、寺院を中心とする

　

僧侶であった。この人々の数学が、輝償による宋学の樽

　

束を背景として行われ、武士道や、，茶道や、華道が発展

　

したものと言えよう。勿論、儒教も神道も、これらの進

　

展に貢献したことである。 この間にあって、法然、親露

　

の二人の僕出せる門下一連の数回によって、最も大きく

　

時代精神の酒養がなされた。例えば、親密の門侶４０余人

　

が庶民の激化に、各人悉く門徒を作って努力 した。 麹

　

に、日本的雛教を樹立するむ′こ至ったのは、鎌倉新′悌数の

　

成立によるとも言えるのである。 しかも、輝思想が深く

　

根を下したのであつた。中世思想界に負敵の大であった

　

輝林の数学は、武門の好尚にも叶った。 そして、源頼家

　

は栄西、北係時頼の道陸、同時宗の租元、足利尊氏の隣

　

石、義癒の妙繭は、何れも武門頭領の謎宗帰依を示す。

　　

近世、煙鴛、闇費、盆軒等の儒者とても、来学の趣味

　

を失い得ぬ根底に立った。況んや、′悌門に出た樫富の儒

　

教であっても、藤樹の宋の朱子学を傷適したものとても

　

同様であろう。

　　

輝宗巨人を語るに、道元岬師である。彼は 宋に留学

　

すること５年、南宋の趣を嫌えて坐騨を説き、鎌倉の永

　

平寺などで布教した。即ち、正法眼識に言う如く、 「舌

　

や声のロ業に依らないで、些も樽、弁適して道に入るべ

　

し」 と説いた。学童用心集では、 第一菩提心、 第二修

　

習、第三行に注入、第四有所得心を定めぬ、第五勧善学

　

道、第六参趣知、第七修行出寓ＩＥ、第八艇慣行贋を説き、

　

第九信を生じ道を明にする、第十直下承当の事を諌々と

　

教えている。道元の艇は、只管打坐と言われ、修証不二

　

を標語としている。趣師は言う、 「此法人々の分上にゆ

　

たかにそなわれりといえども、 いまだ修せざるにはあら

　　

ぐ２４） 鷲尾順教： － 鎌倉武士と承葺ｌｏ

－
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－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

われず、証せざるには得ることなし」と悟りに就いて説

いてし・る。

そして、 「道を求むる志し切になりなば或は只管打坐

の時……」－下智劣根をし言わず、愚痴悪人をも論せず、

必ず悟りを得べきなり」とある如く、悟りは何人にも可

能なことが説かれた。 また、道元は、極めてァヵデミッ

クなもので、専門的で正法眼識も弟子さえも仲々難解な

ものだと言われる。 しかし、輝堂で家情を輝の指導者と

して養成した点では非常に優れたもので、後の白鷹細師

とわが園の蝉壁をなす巨人である。 しかも、哲学者でも

あるが故に、坐輝に参究心が潜んでいた。 知の強調もあ

るが、 「行亦葎坐亦輝」の全体作用を占めていると言わ

　　　　　

（ｌｆｉ）
れている。 そして、日本でも輝の専門道場の開租でもあ

るのだ。

　

規胃は、数信証の他力行に導いた布教方法を一般的な

ものとして、行信、敬度、感情を取り上げ、老小善悪悉・く

布教の対照となったところに特色がある。 それだから、

当時最も普遍一般大衆によく受け入れられた点で、前後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）
にない大きい力を持った。 そして、やはり田辺博士の下

記の句で輝思想の普及に貢献したことが明かであろう。
「哲学も東洋の礎宗の修業における如き厳しき徹底と、

その生死を超えて遮進する勇猛心とを必要とするであろ

う。親灘の達した他力信仰がその徹底において輝に通ず

るものを示し、所謂前後徴断の絹支鍵境に立つことを想わ

しめるのは顕著な事実である。」

　

「しかも絶対絶命の自己放棄が無力の自覚として徴海

に窮極するとき、その没落の無底の底から方向を換えら

れて、絶対他力の行信証に輔ぜられ、自力には不可通な

る矛盾が矛盾のままで容され、歴史の各段階に行的必然

なるものとして実践せしめられる。 所謂、‐途なき途が他

力的に通ずるのであるｂ

　

かくて、哲学は聖道門的自力の

理性的立場から、鞘土門的他力の行信的立場え轄換せら

れるのである。親鷲の浄土員宗もこれである・。」

当時、京都の諸寺でも盛んに諸経論が版刻印行せら

れ、特に継宗のものは億橋流敷が多かった。当時輝宗の

最も盛んであった宋に遊学する日本の信は、数甚だ多か

った。円爾、一翁院豪、敬念悟塞、心地覚心、無関普

門、無象瀞照、虚母普度、叡流妙弘、嵐党智愚、峡谷惟

偶、山斐慧雲、寡厳義美、寂蕎上照、桃漢徳悟、 無タト

爾然、無腰円範、林聖徳現・直翁智侃、南州宏海、南浦

紹明、夏山志源、蔵山順室、白雲慧鴎、 承性、円海、肯

養填林、．寵峯宏雲、大休正念、西渦子曇等教えきれぬほ

どあり、帰圃して輝思想の普及に貢献したことは明かで

ある。

　

北憐時宗．時代は、鎌倉礎の最も盛んな時代であり、ま

た最も広く普及した時代でもある。 それには、武士の間

に鎌倉幕府の北憐時頼に次いで時宗の時代が大きい役割

を持ったのは、特に女永以来弘安に至る蒙古の襲来であ

った。 即ち、元篭も一山の信徒をして祈願せしめ神明悌

陀の冥助を祈った。 また、蒙古の使者５人を龍の口に切

って以来、時宗は軍園の経営、土率の訓練に、輝償蘭宗

道陸や大休正念等の会下に宗莱を参究し尤尤として奮励

努力した。関難は時宗を接化し、大休は次の意味の法語

を書して激励した。 「異時必ず心眼路開し、予本説なく

台亦聞くなきを知り、大口一笑を発するを免れざるべ

し」と言った。叉「馬胆道一の即心即悌、・非心非僻の公

案を提起して、是非分別の念想を警戒し一念生せざれ

ば、 全体現じ六根纏に動けば雲遮せらることなし。」 こ

の公案を得て、時宗考究した。 また、数々の公案を提起

して時宗を説得したが、 「鱈心は本寂なり、妾念を起せ

ば以て凡となる。想念は元虚なり、凡心を了せば而も即

ち悌なり」と。 また、 「法華経」の姿羅龍女が悌陀に無

償の宝珠を捧げて心法を表し、言明りを受けたことを説い

ている。子元また時宗をよく接得し、 「道を悟ることは

易・しく、蝉を説くことは難い」 ことを述べて いる。
‘時

宗、国土の安穏を祈願し、自ら血．を刺して、 「金剛経」

「円覚経」「般若経」を書写したのも、 子元の導師によ

るものであった。元蓬の乱平定し、大勝して子元は伸法

中再来の人なりと時宗は称えられた。 かの円覚寺の大輝

林を建てて、薮に時宗大衆を供養した。 時宗３４才の一生

であったが、英遜雄偉よく学問修養を努め、大乱を治む

るに全く人心を統合し、朝廷の威光を仰いで軍国の経営

に終始した。 この時代にあって、武士は悉く輝宗に帰依

して考究したと言えるであろう。来朝から頑元（子元）を

迎えたのも時宗であるが、胆元が兵の白双に有名な一傷

を輿えた。 「…・・」珍重す大元三尺鰯、電光影裏春風を斬

る…」即ち、切ら｛ば切れ、老ｆ曾の首など惜しくない。子

元の下に生死の問題を提起し、その会下に間訊したもの

に次の将士がいた。 宮内平衡門、 備前太郎、 越後孫太

郎、諏訪左簡門、糟谷三郎左糖門、信州四郎左工門、稽

津左工門、藤長宗右金吾、長崎左金吾等数十人も記載さ

れている。子元は、二寺を兼ねて住持となり、法語を奥

えたものに、数信あり、律償あり、 繕紳 あり、将率あ

り、婦女あり 語録に名を停えるもの百数十人なりと言

う。

　

かの立正安国論をひっさげ、鎌倉の辻に火を吐くよう

　　　

（１６）

　　　

（２）

－

　

１１

　

－

鈴木大拙： 艇思想史研究。
田辺元； － 徴海道，としての哲学。



田

　

所・ 哲

　

太

　

郎

に説いた傑ｆ曾日蓮とても教育者であった。 かの敵機時園

　　

例えば、沢庵和尚は、家光将軍や諸候の外に、庶民教育

砂に、教材の撰沢、個性や環城の原理を説く。 また教法

　　

を教化によって悌法も生れる。 天地の理を説き、八の正

流布の先后には、教材配列の原理と教育五原理を説いて

　　

直を説き、この間に悌の道で数化してしる。 中江藤樹の

いる。閉目抄の中には、訓育と教授には、 「主師親」を

　　

所大一天贋の神道の歌を受けた熊沢蕃山は、江戸時代数

尊敬の目標とし、留学に「儒外内」の三をあげている。

　　

青思想家の逸材であった。 児童の活動性より説き、 「遊

次いで、京都五山の南泉寺に入った虎関は、鷲北集に三

　　

びがてらの学習」「自学心」‘「多数理解ある学習」 「発達

数の道、五常の道と五威の道とを説いた。玄恵には、庭

　　

心理を考えての教育」 「善悪是非乱架の最後の教育」な

訓！往来の教育史上注目さるべき著述があった。

　　　　　　

ど、学習の順序を説き、さらに、教員養成の法をわが国

　

夢想園師の弟子蓑堂は、師と共に王道新道を明かにし

　　

で説いたのは、蕃山を以て噛矢とする。山鹿素行の教育

たが、 「凡そ読書は先づ心を正しぅして之を読め。上等

　　

論より武教に至っては、輝的思想もうかがい得べく、貝

は坐輝の工夫、中等は坐輝の学、下等はただ学」 と誘い

　　

原盆軒に、至っては、一層詳しき教育論を
立てている。

ている。 また、五山時代の学者の一像翁良は、女子訓育

　　　

特に和俗童子訓は、系統的教育者と見るべき江戸時代

に力を致した。さらに、民衆教育家として運如上人は、，

　

の唯一の書である。 養護に鍛錬、教えるに敬寛を以て筒

八代大谷娠の宗主として、叡山に、大津に、東国に、ま

　　

易を尊ぶとなすのであるｏ

た北陸に巡親して、外には王法を専らにし、内には鱗法

　　　

江戸中期の偉大な教化力を白隠輝師に見出すことであ

を基とすることを説いた。 彼の訓点の法を定めた
・桂 庵

　　

り、碑思想を側諸民謡の中に折込んで、庶民を教育 し

や、吉田神道を普及した卜部翁具などあって江戸時代に

　　

た。即ち、流行歌、御代の腹鼓、大道ちよぼくれ、寝惚

入っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の眼寛し、お多幅女郎粉引歌、安心ほこりたた記、主心

　

江戸時代は、神儒悌三数分離の傾向が見え始めたが、

　　

お婆船引歌などに説くところの中心は耀の思想である。

儒教中心の時代であったから、神道や碑教も儒教的解釈

　　

しかし、女句は儒教を以て説くこと止至善を「三数一致

　　　　　　　　　　　　

（２５）

　　　　　　　　　　　　

の弁」の中に説き、丹田の修養として道教の影響をも逃をとるようになったと、入沢博士は述べている。 しか

し、民衆教育には、三数が共に教化に貢献している。 二

　　

べている。・夜総閑話は、修養の身体的方面を説き、 「大

宮尊徳、償天海、村羅山、中江藤樹、出口延佳、吉川惟

　　

道ちよぼくれ」の中には、一生は短いから五倫五行の大

足及びその門下長谷川角行から分れた扶桑数、御獄教、
‘道を進む道徳生活が必要であるという。 世が末なれば、

黒澄教、金光教などもある。悌数では、園教として発達・

　

神鎌いよいよ尊く、悟りに進むに誠が第一である。道標

し、沢庵、盤好、白暇、慈雲など
・の高僧が民衆教化に憲

　　

を行うこノこ教育が必要で、欧洲式よりも慈悲心と布施、正

した。この間にあって、良寛、芭蕉など、ともに縄思想

　

直、
、
寛忍の三つに係り、出る息入る息を無理せぬことを

は深く園民の間に浸透して行ったと言える。 こ の事 実

　

説く ま た・天地に背いてならぼ弐自己の老の他には数の

は、後に詳説すること して、儒教も亦、林鳳岡、木下

　　

道はないから、自力見性が必要なことを力説している。

順庵、北村季吟、伊藤に孫、室鳩巣、貝原盆軒
をごよって

　

自力見飽こ至る道を白際樽師が体験と して、 「遠
，羅天

盛んに説かれた。これと呼臆して、国学に四大人寛政の

　　

釜」に遮べられた。 「心死し意消して空蕩々虚素々禽例

三博士、水戸学派の学者などあって隆盛を極めた。 さら

　　

の崖畔にある如く、手脚の書くべきなし。 去死十分胸間

にまた、洋学も一瀬の人々により蘭学として修められた

　　

時々に熱悶して、忽然として話頭に和して心身共に打失

ことは、教育上に影響している。

　　　　　　　　　　　　

ず。是を輪崖に手を；散ずる底の時節と言う。繁然として

　

江戸時代の学校教育には、主として漢学を中心として

　　

蘇息し来れば水を飲んで冷暖目和する底の大歓喜あ ら

行われ、後に園学及び洋学が入った。即ち、昌平坂学問・
む」 と。

所、甲府徴典館、昭新館、日光学問所、和漢誰談所、開

　　　

主観の内へ内へと沈潜することによって、個体的立場

成所、明倫堂、花畠数場、日新館等２８５校あって隆盛を

　　

を脱却して最後の立場に到達する。見性とは、 般に個

極めた外に、手習所の数々や、和塾として藤樹書院、松

　　

付く的自我客観を絶対的な存在物と考えて、その立場に呪

永講習堂、仁斎古義堂、三宅嬢往堂、三浦梅園、菅茶山

　　

縛されているような常識的贋習を心身ともに打失する大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

死底の体験に依って離脱して 純粋に超個人的表象意識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２３）

る。，その他無数の寺
小屋の教師の中には、借侶も亦その

　

，一般の立場に立つことにタトならないと、前田氏は述べて

任務として加わり、手習、読書、．算盤、武道、肌儀のタト

　　

（２５） 入沢博士： － 教育史概説（部下プリント）

に、次に述べる輝思想が滴義されたものと考えられる。

　　

（２３） 前田利鎌： － 宗教的人間

－

　

１２

　

－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

いる。

　

民衆教育家の一人手島堵庵も数を説くに、神儒悌三方

面よりして、 「悌数唯一にして、直心是道場 を示し給

う」と説く。 また、無我私案なしとも教えている。 その

弟子鎌田柳観は、また輝思想に基いて教育を運べた。即

ち、彼は悟りを三つに区別して、解悟と証悟と徹悟とし

て、奥深き境地を説いている。

　

教育史上に出る輝思想を博えた人々の列記は、これに

蓋きるが、これは明治以前のものとして である。 しか

し、ここに到るまでの間に、わが図の美術や馨術上に、

またまた日常の遊戯に至るまで、碑思想のあらわれとし

て、徹底して鼓吹され、平然として実行されて束たもの

が、極めて多い。例えば、演劇の脚本の中にこれを探れ

ば、数多きものがあろう。謡曲であれ、能であれ、狂言

であれ、また俳句であれ、和歌であれ、義太夫などの女

学の上にも数々のものが発見される。 そして、かの西行

法師、一休和尚とても、良寛和尚とても、芭蕉とても、
茶道の利久にしても、その他伊Ｂ画師にしろ、所謂回輝一

如を樽えている。，実に「天地一枚の自家の生珠に冗座す

る。 そこに純一の正直が存ずる。余地の方便を一切塵

境」と言うのも、輝の普遍的債住を示すもので、天地一

枚とは万人平等である。 そして、明治維新以後の教育に

あっても、悌数を通じて輝思想は入っていると言える。

かの島地獄雷の政教分離を説き、白蓮会を三浦観樹将軍

等と建て、これを通じて教育の面に輝思想が入ったと言

えるであろう。

　　　　　

Ｗ

　

輝思想の影響の著大なもの

　

死生観

　

日本人には他民族に縮れな審美観を犠牲的死

に対して感ずるものがあり、これを封建時代に生れた武

　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
士道橋神とするも、畢覧輝思想の根底に流れることにあ

ると思う。古来軍人武人は勿論のこと、町人凡民に至る

まで‘敬愛する主君師父より恋人に至るまで、その愛の

最高貴を表現するに、己の生命を賭ける風習があった。

　

古くから、武士道に、死を見ること帰すが如 しと言

い、死によって無言の抗議を表現し、また悔悟の結果罪

を謝するために死を選ぶのも同様の慣習である。主君へ

の殉死と言い、男女の心中と言い、師父への死を以て諌

言すると言うのも同一である。されば大東亜戦争の青年

の特攻隊にしても、姫百合隊にしても、戊申の白虎隊に

しても、犠牲的死への審美感に酔いっ 逝くのであった

と思う。 また甚しい弊害とも見られるのは、生活の行詰

りを感じた場合、打開に努力の前に諦念感をもって家族

と無理心中を行うものさえ多いのは、俗世間の苦を死に

よって精算して様土に遊ぶと言う悌数観にも由来してい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　
，蝕に、日本人の死を亀井氏によって尋ね，て見 るな ら

ば、武士の死生観の理想とするところは、 「花は機木人

は武士」の言葉で表現していると言う。 古代から近世に

至る武士や輝信や女人の死に就いて、例を下に挙げて亀

井氏の説明を遮べる。平忠度の歌を読み人知 らずとし

て、俊成郷が千載集に載せている。 「ささ浪や志賀の都

はあれにしを昔ながらの山梗哉」である。 この歌人にし

て武人なる享年僅か四十才の忠度が、敵に片腕を切落さ

れるや、敵を片手で投飛ばして、西方に向い観無量毒経

の偶女を読み、左の辞世の歌を残してイトれて行くのであ

った。 「ゆきくれて木の下蔭を宿とせば花やこよひの主

なるらん」この淡々たる気持を味うべきである。

　

楠正成は、職に勝って踊らず、恩賞に目をくれず、己

の戦術を一公卿のため阻止されても一言の不満を遊べな

かった彼である。敗れると知って擾川に淡々として悲壮

の大往生をとげたのも、河内観心寺に観音経を信じてい

たからである。

　

平野園臣は・志士であるが武士でなく政治家で、一個

の自由人としてまた風雅な志士でもある。 そして、幕政

から隠遁して勤皇へと放浪して行く生活の純化者 であ

る。三十才で乱心者を装う，て、養家の妻子を禽勝”し、
「害

が心岩木と人や思ふらん世の篤め捨てしあたら妻子を」

との心境に到達した自己放下にあったのだ。

　

森鴎外は五十才に至って、なお、 「道に迷っているの

だ夢を見ているのだ」 と。
ｒ青春の問いと迷いとを持続し

ている。 しかし、 「自分は人生の下り坂を下って行くそ

の果ては死であること知る。 しかし、その死はこわくは

ない。人は老年ほど死の恐怖を増長すると言うが、自分

にはない。若いときは、死の目的地に達するまでに自分

の眼前の謎を解きたいと痛切に感じたこのがある。その

感が次第に痛切でなくなった。次第に薄らいだ。見えて

いる謎を解くべきものと思わないでもない。 併し、それ

を解うともしてあせらなくなったのである。 死を怖れず

またあこがれもせず、自分は人生の下り坂を 下って行

く」と。 医学や哲学、女学、美術●、外因女整に通じた彼

鴎外は、自己を直観し無執着の境地をもたらし、偏見も

なく虚心で無垢な魂を持っていた。鴎外は無信仰の徒で

あったが、信仰にとって最も大切な無執着の境地に生き

たのであった。

　

かの 生を旅で暮した芭蕉であるが、 「旅に病んで夢

は枯野をかけ廻る」と読み、妄執の苦吟でもあるかに見

えるが、 「此秋は何で年よる雲に島」と、やむを得ざる，

（２６） 亀井豚一郎： －

　

日本人の死。

－１３



　　　　　　　　　　

田

　

所

　

哲

こととして、雲に鳥と言い放った。 晩年の厳粛な思想

は、 「此の道や行く人もなし秋の暮」で霊されている。

彼の自覚をはっきり語っている一句をあげよう。 「ある

ときは倦みて放け、あるときは進んで人に勝たむことを

誇り、是非胸中に戦うて是かために身安からず。 暫く身

を立てむことを願えどもこれがためにさえぎられ、暫く

学んで愚を喋らんことを思えども、是がために破られ終

に無能無崖にし、唯この一節に繁る。 西行の和歌におけ

　　　

る、宗砥の連歌における、雪舟の絵における、利久の茶

　　　

における、その貫適するものは一なり。 しかも風雅にお

　　　

けるもの造化に随って四時を友とす。見る処花にあらず

　　　

ということなし。思う所月にあらずという

　

ことな し。

　　　　　

カタチ

　　　

像化にあらざる時は夷夢くにひとし。心花にあらざる時は

　　　

鳥獣に期す。夷級を出て鳥獣を離れて造化に随い造化に

　　　

帰れとなり」・と。

　　　　

蕪村は、かの芭蕉が、 「高く心を悟りて俗に帰 るべ

　　　

し」と言つのに対し、 「俗語を用いて俗を南ＩＥるる」とい

　　　

う表現をやった彼である 彼がやがて臨終とな る病床

　　　

に弟子によって慰められながら、手を操わして縄筆「五

　　　

車反古」の序に次の句を書いた。 「かようの病に触れっ

　　　

〉も好める道の理なくて句案に到らんと及ぶべしとも覚

　　　

えず。，されば芭蕉翁の豪傑なる事今はた感に堪えざるは

　　　

……」と言い、更に臨終に初春と題して、 「しら海に明

　　　

くる夜はかりなりにけり」 と、彼は眠る如く世を去 っ

　　　

たｏ

　　　　

さて、平安朝時代の後期から鎌倉時代の初期にわた

　　　

り、武士の信仰は殆んど全く掻士宗に依ったもので、彼

　　　

等の魂として念悌修業をした。 ところが、浄土教が興隆

　　　

流致して一世の人心を支配するに至って、自ら現世に対

　　　

する感想が変動した。殊に源，信が所謂厭政の思想を鼓吹

　　　

するに至って大に人心を刺戟した。 道俗男女が絹競うて

　

・

　

浄土往生を頭求し、自殺者が続出した。 そして、往生障

　　　

には、毎日この自殺者が載せられているのである。

　　　　

しかし、親鷺は、明慧上人の高潔さと戒律的なところ

　　　

もなく、道元輝師の如き思想家でもなく、日蓮上人の如

　　　

く激しい説教者でもなく、快川和間の「心頭を滅却すれ

　　　

ば火自ら涼し」という豪信ぶりもない。 煩悩具足の凡夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　

と自覚した彼は、直ちに思やりの深い心の友としてわれ

　　　

われの前に現われる。死に対して、彼は路然たる悟りな

　　　

ど開かなかった。獅土への往生は、最も虎ぷべきことな

　　　

のに、悦ぶ心のないのが煩悩の故だ。 それ故に踊陀の悲

　　　

心を仰かねばならぬ。悟りきれぬから祈るのだと言うの

　　　

だ 辞世の句に、 「我なくも法は書きまじ和歌の浦あを

　　　

くさ人のあらん限りは」と。 孤独とは、常に内の愛し信

　　　

じた，ものと共にあるということだと言う。 「一人居て喜

はば二人と思うべし、二人居て喜はば三人と思う
べし。

その「人は親糧なり」 である。

以上、源信等によって浄土往生を無上に讃美した思想

が、親電に至って浄土往生を悦ばぬのが人間煩悩の常

で、悲心を悌に求める所以．が慈にあると説かれ、大に緩

和された。 それにしても、死生観は死を怖れぬこと、孤

独は愛し信じたものと共にある如く、当然の生あるもの

死は帰結であると考えるようになった。この思想は印度

に端を発すると考えられる老荘の思想から、輝悟の思想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ｌｓ） ・

と言う風に流れてきている。かの蛙子が妻を 喪ったと

き、一向悲しむ様子がないので、弟子連が、 「何が面白

くてそんなにお歌いなさるのですか」と問うた。荘子は

微笑して、 「普通人は、そう思うだろうが、私は生死を

超越しているのだ。生喜ぶべからず。 死悲しむべか ら

ず。否、死は人間がその魂の故郷え帰るのだから、むし

ろそれを喜ばねばならぬ。 宇宙の根本生命たろ「道」か

ら派生された人間は、また死によって「道」，に帰入する，

のじや。即ち、死は成績すべきである。 少しも悲しむ必

要はない」 と述べた。古来から細思想の影響を教育に受

けた日本人は、誰にもかふる死生観の底流が細く太く人

心に通うている。

　

しかし、われわれや、東洋人思想のみにあるのでな

く、稀れに欧洲文化にも見られる。 かのキリスト教徒内

村先生は、息女の埋葬式に一握の地を握り、天に高く捧

げて万歳を唱えたという。ま．たかのスピノ
ザの臨終の言

葉にも、下の句が見られる。 「自由人は死について何も

考えない」とも述べたことでもわかる。

　

禁欲讃美

　

禁欲は、 「無私」の入門であり、物質欲の

超克に始まる。 かの老子が信淡について教
１えている。

「足ることを知る人は富む人だ」つまり、 「心の富」で

　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　

（７）
あると言う。 これと案を同じうする岬の作務と証道とが

並行両立されねばならぬとする。 そのために生産に従事

するものは、主として生産にのみ従い、
．教養に進むもの

は、ひたすら一心の教養修行にのみ速進するということ

になれば、 何処かにある種の破綻と無理，とが現われ束ら

ざるを得ないと考えるのである。かくて、産業の証道と

世間と出世間 （精神的倍道の修業）と分離せぬように努

力する。即ち、 「一日作さず一日食わず」は、正しき修

行の滝視であると共に、一日修めざれば一夜眠らず底の

工夫が行われた。それだから、盤珪の参岬にも見られる

ように、 「直ちに坐趣にとりかかりまして、あ，そこな山

（１８） 高須芳次郎： － 老▲荘思想。
（７） 小笠原秀実： － 翁文化の大系。
（１６） 鈴木大拙： －吊革，思想史研究一盤珪郡

－

　

１４

　

－



明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

え入ては七日も物も食べず、こんな岩ほへ入っては直ち

にとがった砦の上にき物をｇ１まくって直ちに座をくむが

最後、命をうしなう事をもかえり見ず、しねんとこげて落

るまで座をたたずに、食物はたれか持て来てくれるよう

もござらねば、幾日も幾日も食せざる事がまま多く、ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
ざつた……」の場もあるわけだ。また、かの白隠岬師が

老来夜を徹して老眼を擦りながら＼纏々憲くるなき長女

の消息「遮羅天釜」一巻を求道者のために書き綴る彼の

ｆ弟を想像する。誰か深い慈悲に涙を催さざる恰かもキリ

スト聖者の慈悲心の鼓動である。 また・かのものあろう；

正眼輝師が、七日間断食して弟子大梁を教えるに、人の鑑

となる師家の道の無私意を説いたのも、そのあらわれで

あろう。碑の一新不住の徒には、禁欲が生命となるのであ

る。 かのキリストの「孤は穴あり、天塞の鳥は藁あり、

されど人の子は枕する断なし」と答えたのも、山姥の能

楽に「生新も知らず宿もなく」永遠の「山めぐり」を繰

返したのも、 「これは、一新不住の僧にて候」と輝情に

言わしめたのもそれであろう。 また芭蕉が漂泊の旅を歌

う句からも、禁欲讃美がうかがわれる。 「日々は、百代

の過客にして行きかる年も叉旅人なり。 舟の上に生涯を

浮べ馬の口をとらえて老をむかうるものは、 日々旅にし

て旅を栖とする人も多く旅に死せるあり。予もいづれの

年よりか片雲の風にさそはれて……」と紀せろを味い、

次句の意味も噛みしめるならばよくわかる。 「うき我を

さびしがらせょかんこ鳥」 や「野さらしを心に風のしむ

身かな」と「枯枝に鳥とまりけり秋の暮」

　

欧洲にあっても、古代ギリシャより１７世紀にわたる長

い間に禁欲讃美の思想は流れていた。 かの哲学者スピノ

　　　　

２７）
ザの生活を見るならば、ヱ６６０年ワインスブルグの村で暮

した時の生活を次のように述べていろ ミルク入りのス

←プと痕割麦が多くは食事の全部であった。衣服は固よ

り極めて粗末であるにも拘らず、彼はある高貴な人が上

衣を贈るうと申出たとき、 「もしも、それをお受けした

ら、私は別の人間になってしまうだろう。 中実よりも容

れものの方がいいというのは、賞めたことではあるま

い。ふといって辞退した。 スピノザは、 貧を意に介しな

かったのみならず、むしろ貧を欲したようにさえ思われ

る。彼は、当然自分に帰すべき相続財産をも弊履の如く

捨てた。即ち、スピノザの姉と姉婿とは、父の遺護を、信

仰の背振者であると・して、相続資格なしと法廷に訴 え

た

　

。それでスピノザは、正義のため義兄と姉に対して法

廷に競い、遂に勝利を得、相続権が確認された後に、一

切の財産を彼等に奥えた。自分は只寝台と敷布だけを受
．

取り素寒貧となって家を出た。 しかし貧は、スピノザの

（１９）

（２７）

（２８）

（２６）

前田利鎌： －

　

宗教的人間。
植田清次： －１哲学者の思想と生活。
同不利夫：●－ 北斎と写染。
亀井勝一郎： ÷

　

日本人の死。

心に独立と自由とを奥え平静に熟まれたと言っている。
かくて、無一物となったスピノザは、次いで鷺大教会の

破門を受け、孤独の人となり、さらに轍－梅と迫害との中

に放出された。 ある時は、白双の下にさらされ、また彼

の出生地から追放になった。

　

しかし、わが園指導者の間に流れた武士道の中に、禁

欲生活が強く取り上げられていることは、 「武士は食は

ねど高楊子」とか、 「お腹がへってもひもじうない」 と

かの表現でもわかる。徳川家康は、武士の常食として麦

飯を用いさせ、また古くは階級によって、白倣と 黒飯

（玄米）との常用・を定めたことでもわかる。 さらに茶道

を通じて、情淡的な物質欲の禁制なども風習とされたこ

とは次の事実でも明，かである。茶室の構造の素朴にして

簡素なことや、茶堪１の所謂わびが、破損した茶碗のつく

ろいものにあって、初めて（わび）の出ることを利久宗

匠が教えたことでも知られる。 「われ茶碗一つありても

事足りぬべし」 と言うところに、茶の趣味を養われた。

衣服にあっても、武士と町人で制限があったり、階級に

よって着用禁制のあったことでもわかる。さればこそ、

古詩に「衣群に至り袖は腕に至る」の弊衣を讃美した。

　　　　　　　　　　　　　　　　

（２８）
そして、浮世絵の巨匠北費翁の蜘妹の網をすかして見た

絵（富士山）が生れたのだ。翁、滞貨曙居中の手紙にも

わかる簡素生活を生んでいろ。 「七十六の老人布千一つ

にて寒中をすごし申候。余は御賢察下さるべく候。 しか

しながらまだ腕はヨソジリとも仕らず候」とある整道の

燃ゆるような情熱を表現している。住居にあっても亦か

の西行が金峯神社附近の庵に三年暮して歌うに、 「とく

とくと落っる岩間の苔清水汲０ます程もなき住居かな」に

も知られる。宗紙も芭焦も共に放浪の自然児は、山川草

木を解脱の表敬として札讃したがため、彼等を幼く劫に事

由である。

　

犠牲讃美

　

古代大和民族の素質の中にも、犠牲讃美の

思想が芽生えていた。日本武尊命は、武人として景行天

，皇の命を受け、后や御子等を残して「筑波を過ぎて幾夜

か宿っろ」と詠まれたように、尾張から轄々東征され

た。そして、柾途に病みて眼目さろ や、 「床の辺に吾

が置きし剣の大刀その大刀はや」と、草薙の剣に最後の

思を残された。弟橘姫の神話にもあるように、尊と行を

ともにされ走水海のあれけるとき、 「妾卸子に易りて海

中に入りなむ。御子は所遺の政遂げて伏奏し給ふべし」
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大

　

目〆

　　　　

と古事認にあるこｒとでもよくわかる。後代の幕府的存在

　　　

のもとに発達した武士道が、わが人心の忠誠や勇武を培

　　　　

う上に大きな役割を果した。それの核心となり虞髄をな

　　　

すものは、この犠牲讃美の思想によるものであろう。そ

　　　

して自分の敬愛するもののために、犠牲の死は人間の最

　　　

も美しい行動と信じて現代に至っている。

　　　　

勿論、キリスト教精神の中にも、犠牲は大きく十字架

　　　

で代表され表現され讃美きれている。それ故に、たとえ
（２９）

　　　

ば哲学者フィヒテがベルリン大学総長であるとき、 ナポ

レオンに対する民族解放戦争があったが。フィヒテは、

言論に行動に活醗にはたらき、愛妻ヨハンナが看護婦と

なって傷病兵の看護に当った、兵から感染・したチフス

　　　　

で、夫妻ともに犠牲となったのであった。 かような例は

沢山数え切れば熟まどあろう。

しかし、犠牲讃美の思想の徹底は、その底を流れてい

る輝の思想の影響によることが多い‐と言えるのは、次の

　　　

ような理由からであると思う。 かの盤珪輝師（正眼） が

　　　　

日常の行動が唯，々他人のためであり、 「少しにても私意

　　　　

を胸に挟んでは、ならぬ」 と教えておられる。勿論それは

　　　

現実の世界征服であるために、一切非我の環◆境に対する

　　　

君臨があるからである。 しかも、死生観が薙子の説いた

　　　　

ようをこ、善悪、美醜、有用、無用の対立を一如と観ずるの

　　　

は、 「生」 のためでなく生死一如の境地である。道と

　　　　

は、方生方死、方死方生が一持続である。 とするものが、

　　　

磯思想（日本的）に流れて入る。老姫岬と悌輝とか相違

　　　

ありとすれど、有即無や色即是空などには変りはない。

　　　　

「ひきよせて結べば柴の庵なり崩せばもとの武 蔵野 の

　　　

原」である。趣宗の即心即悌とは、厳しく徹底した修業

　　　　

と生死を超えて進む勇猛心とを必要としている。 それだ

　　　

から、親髭上人の達した他力信仰が、その徹底において

　　　

滋こ通ずるものであり、繊悔瀞こ到達するのであると田

　　　

辺薄墨は述べている。この境地が犠牲讃美の感情を如何

　　　

に深くわれわれ日本人に植えつけているか測り知れぬも

　　　　

のがあると思う。然り大栗利他の積極精神があれば、否

　　　　

定苦難の窓受と言うことが積極的否定の否定即肯定とも

　　　

なるのである

　　　　

評念

　

われわれの世界観がハイデッカーのように、特

　　　

殊的な存在規定であるうと、またャスバースの説くよう

　　　

に哲学であろうと何れでもよい。 世界観の意味的或は償

　　　

値的把握を考えねばならない。普通の現実的にはゞ何人

　　　　

も直接的なる意味の世界に住んでいる。これから脱け出

　　　　

すこ滅ば 既に現実世界からの抽象である０かく直接規

　　　

定的には、何人も意味の世界、それもある続ヤある意味

　　　

の世界に住んでいるにも拘らず、それを唯々理智的なる

自覚的反省の対象として見るとき、絶対的と見えたもの

が相対的となり、．やがて羅対的無意味にまで帰着する総

果となる。単に理智的、理論的には、われわれは途にその

行き着く所を知らず、謂わば虚無あるいわ絶対無意味の

地盤の上にも立たされることとなるのであろう。

　

これはまた夙に悌教がむしろその「悟り」叉は最高認

識の見地から、本来墓あるいわ色即是空として説くとこ

ろでもあるのみならず、われわれが自然科学的世界や、

人類の発端を考え、その終末を想うとき、理智的反省的

では一切無から無に至る過程に到達すること同様であ

る。 宗教は、知性を阿片化するというが

　

員の宗教的信

仰では自己が砕けて無になるのが宗教であると言える。

また樽では、生死を超えた無の哲学が生れ理智領城を超

えた境地に入るのである。

　

勿論人生観即世界観の哲学は、 「生の論理」 であり、

即ち日日の生の体験で人と人との交渉、これから生ずる

矛盾、錯綜、衝突争い、愛や憎、生の不安や、歓喜生の

発展や沈滞、生と死等々の凡てを含む人間の現実であ

る。人生観の自己批判は、無の自覚、それは死の自覚で

あり、自己の消滅の自覚であり、自己超越となり、かの

ゲーテのように専ら諦念における寂光を見る境地だ。

　　　　

て３０）

　

ゲ←テの「欝けき魂」 と呼び、 「純一の道を歩 む者

は、沈黙して歩む」のが諦めの徳であると教える。また

屡々諦める

　

ＥｎｔｓａｇＬｍｇ

　

に就いて語っているゲーテは、
諦めは自己絹限として集中 Ｋｏｎｚｅｎｔｒａｔｉｏｎ

　

であり、 力

Ｋｒａｆｔ

　

となるのだ。 それだから、．諦めは晴朗快活であ

り、これによって内的自由を得るまでに透徹した心、即

ち「瀞かなる魂」だと言う。 沈駅＝内面自由＝諦念へと

一連のものであると言える。また識の妙諦は、自性の清

浄観を持つことでありとする。 そして「悟りＪは、自ら

の否定なのだ。

　

姫子が」篇直に入るには自己を忘れよ。そして、 「無」

の大道に合せよと言う。無限平等無差別、純対不死不滅

が無の大道であるとするのだから、われわれは無の大道

から出て有に形をとったのだ。有に形を宿した人間が無

に帰るのは当然だと考えるのが、荘子の説くところであ

る。 それでよく印度の思想ヨーガを説くところにもある

ように、水にたとえている。心境が清白の心であり、瀞

腐であり、これがまた輝定であるのだ。かの「古池や蛙

とびこむ水の香」の周辺をさまよう心の静けさ。また愚

者の無力の自覚に対する繊悔……自己放棄は悌数での目

（２９） 植田清治；－－

　

思想と．生活。
（２） 田辺

　

元： － 燐悔道としての哲学。
（３０）

　

ゲーテ ：

　　　

ウィルヘルム・マイステル。

－
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明治以前の教育を反省し輝思想の底流を探る

覚であり諦念である。かの無難輝師によれば、 「生きな

がら死人となりてなりはてて思いのままにするわさぞよ

きという生きながら死人となりて行ずる行は，患のままに

するというのもそのいわゆる思いは却て無心即心として

身も破れ心も消えてなけれどもむかえる物のなにまかす

る思いである。 その物は本来無一物にして随所随時に不

断の轄模する新たなる行的内容である」と言うのも雛数

の諦念であろう。無に対して随順するという自己の自発

的決断は、人間の神に従うことで、神は絶対に無である

から、何物にも制限されない自由の境地に到る。 これが

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
縄対の媒介により成立する自由である。無関心遊化の

「而生其心」であり、自己の陶化たるべきであり、悌輝

の無篇悟淡であり、無畷当在境である。 かくて人間の現

存在の全体を実現するとしても完成を見ないから一流陣

の中に現存在を超越して、かの存在の普遍的形態で共通

的に確信もてる精神の世界を建設するとき、簡単な現実

　　　　　　　　　　　　　　　

３ー）
から解放される。ハイデッカーの超越は、主観から得た

世界であると言うように、自由の世界を建設するのであ

る。

　

薮から老子の所謂自然の如く人も信淡たれとの境地に

入り、足ることを知る人は、心の富む人であり、常の行

動たるや柔和であり、御に雪折れなしの姿である。聖人

の人に敬せられるは、人に向ってへり下るからだという

か る境地にも到達する。 臨済のいう出家とは、
．また停

統的な生活からの逃避でなく、われわれの生命を囲み圧

迫して阻害する反生命的贋値から牛耳られる執着となる

家を脱け出ることである。 一切に所有されず、一切を自

由に所有する所謂解脱であり、 「随所に主となれば立て

る所皆員なり」なる贋理の見解に信を置くのである。だ

から、一体の如き随所に、 「物と春を濡し」て何の妄執

も介在せぬ心境に至るのである・。そして「笑を含まない

一切の贋理は偏なり」と知るのである。かくて、日本武

士道に出る養女烈婦の諦観の柔和から来る剛者をも泣か

せる美徳をわれわれは称えたい、愛なき家に入り夫を求

めて尊き愛、をもって夫を抱擁した日本婦人は、現代人の

見るような奴隷白提境遇を身に感じたものでは全然なかっ

たのだ。だから、親のため夫のため身を売った花柳界の

婦女に見る自由な境地が見られる。これは決して現代人

の考える奴隷的束縛感を持つ現実に浸らないで、これを

超越した世界にいるのであるといえよう。輝思想の影響
を麹にも見られるのでなかろうか。

▽

　

結

　　　　　

語

東洋的に、物質的なものを避け、精神的主流にひたって

いる日本人は、現実の超越性に富むが故に、個性教育上に

は非常に大きく輝思想の影響を受けていると言えよう。
これは、明治以前の教育に最も強くこの思想をもった人

々の教育が、．寺院を通じ寺小屋や道場を通じて行われた

からである。漢学を主体とした儒者とても、この思想か

ら抜けきれぬものがあったのは、来時代の学者の影響を

受けているからである。来時代特に南宋時代は・、かの園

内広く細思想が歌へんされていたからである。 わが園で

は、鎌倉時代の武家の間で最高潮に達したこの思想は、
遂に武士道の根底に流れるに至ったと言え

　

よ

　

う。 そし

て、学校としての寺院を通じて、水墨を主体とした日本

絵画、或は歌舞、劇、謡曲一能狂言、茶道その他数々の

整術を通じて細の思想は流れて来た。 そして、悌数磯と

して、また老荘耀として、道輝として影響を、純主観的

唯心的な観念的な理想的な生活を慕う日本人に張く輿

えた。たとえ、自然料等の特色とても、唯心的な純樟物

理学或は理論物理学の面で、他の追従ゆるさぬものを持

っているのも、東洋思想の樽統的な素質を興，えられてい

るのに依るものであろうとも考えられる。 そして、 あり

とあらゆる日本人は、悉く芭蕉の句か＼西行の歌か、一

休の詩か、良寛の歌に心の奥底から共鳴を感ぜぬものが

ないであろう。そして、それはタゴールの森林哲学へも

－阪通ずるものがないと誰が断言出来ようか。

　

影響の著大なものを挙げれば、第一に死生観であり、

第二に禁欲讃美であり・、第三に犠牲的精神の嘆美 であ

り、第四時諦念であると言えよう。

（昭和２８年９月１８日誕生日に際して）

（３１） ハイデッカー ： － 根拠の本質。

－１７

　

－


